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幼児教育における遊びと自発性の一考察
──ピアジェの理論を軸にして──
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盧 Piaget, Jean., La représentaion du monde chez l’enfant, puf, 1947, p. 5.（大伴
茂訳『児童の世界観』同文書院，1956年，1頁。）




蘯 Ibid., p. 108.（邦訳，235頁。）









眈 Ibid., p. 121.（邦訳，242頁。）
眇 Ibid., pp. 141−142.（邦訳，287頁。）
眄 Ibid., p. 143.（邦訳，289頁。）
Animisme を訳者の大伴茂は「汎心性」としている。他に汎心論，活物論，万有
精神論とも訳されるが，あえてこのように訳したと記している。




眤 Ibid., p. 158.（邦訳，325頁。）
眞 Ibid .（邦訳，同上。）
なぜ太陽は昇る？（Pourquoi il se lève le soleil?）という質問に対して－Pour
faire du soleil と答えている。訳者の大伴茂は「それで太陽は輝く」と訳してい
るが，faire という言葉からも，それは自発的にしているという意味合いが含ま
れているといえる。
眥 Ibid., p. 164.（邦訳，333頁。）




眛 Ibid., p. 165.（邦訳，334頁。）
眷 Ibid .（邦訳，同上。）




睇 Ibid., p. 167.（邦訳，340頁。）
睚 Ibid., p. 210.（邦訳，429頁。）
睨 Piaget, Jean, le langage et la pansée chez l’enfant, DELACHAUX & NIESTLÉ
S. A. 1923, p. 16.（大伴 茂訳『児童の自己中心性』同文書院，1974年，10
頁。）
睫 Piaget, Jean, le langage et la pansée chez l’enfant, DELACHAUX & NI-
ESTLÉ., 1989, p. 66.（大伴 茂訳『児童の自己中心性』同文書院，1974年，97
頁。）
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